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１．会社概要

社 名 株式会社 農業総合研究所
設 ⽴ 2007（平成19）年10月25日
代 表 者 代表取締役社⻑ 及川 智正
本 社 和歌⼭県和歌⼭市⿊⽥17番地4
資 本 ⾦ 42百万円（2015年8月末現在）

業 績 ●売 上 ⾼︓884百万円
●経常利益︓ 44百万円（ともに、2015年8月期）

従 業 員 数 44人（2016年3月末現在）

主 な 事 業 内 容 「農家の直売所」事業（委託販売システム・買取委託販売・卸販売）
＊同事業による流通総額︓3,855百万円（2015年8月期）

事 業 所 ●営業所︓「東京営業所」
●集荷場︓全国53拠点（2016年2月末現在）

登 録 生 産 者 数 ●5,231名（2016年2月末現在）

販 売 拠 点 ●全国スーパーマーケット 等︓570店舗（2016年2月末現在）

（注）流通総額︓スーパー等において最終消費者に購⼊いただいた最終販売価格の総計
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【日本ベンチャーアワード 2016】（2016年2月10日受賞者公表）

経済産業大臣賞

◆日本ベンチャーアワードの概要◆

⾰新的かつ潜在成⻑⼒の⾼い事業や、地
域の活性化に資する事業を⾏う、志の⾼い
ベンチャー企業の経営者を称える表彰制度

Japan Venture Awards

代 表 取 締 役 C E O
及 川 智 正

◆審査基準◆

●新規性・⾰新性
●成⻑性・将来性

◆「経済産業大臣賞」受賞ポイント◆
全国の生産者と全国のスーパーマーケットをITを駆使してダイレクト
に繋ぐことで顔の⾒える新鮮な農産物を⾃由に直売できるインフラ
システムを提供し、「儲からない」と⾔われてきた農業を、魅⼒あるビ
ジネスに発展させた点を⾼く評価。東アジアへの試験出荷も開始。

●経営者の資質
●社会的な影響度

【主催︓独⽴⾏政法⼈ 中小企業基盤整備機構】
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２．弊社の位置づけ

＝ 農業×ITベンチャー企業
ITを駆使し、クリエイティブに新しい農産物流通を創造し続ける会社

持続可能な農産業を実現し、生活者を豊かにする

ビジネスとして魅⼒ある農産業の確⽴

農産業創造ベンチャー企業

農 業 の 産 業 化
産 業 と し て 強 い 農 業

農業の構造改革
「ありがとう」が届く構造

農業の流通革命
時代に合致した流通
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スーパーマーケット内の産直コーナー

生産者の写真・氏名・農産物名等
を表示し、“顔の⾒える売り場”に

３．主な事業 「農家の直売所」事業

生産者と都市部スーパー等を直接つなぎ
新鮮で顔が⾒える農産物を生活者にお届け
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４．事業形態と収益構成

在庫リスク 価格決定権 仕⼊れ 粗利益率の⾼さ

委託販売システム 生産者 生産者 無し １

買取委託販売 当社 当社 有り ２
卸販売 小売り 小売り 有り ３

2015年8月期
売上⾼

884百万円

2015年8月期
売上総利益
694百万円

74.9％
10.3％

14.8％ 94.8％
3.1％ 2.1％

売上⾼構成⽐ 売上総利益構成⽐

委託販売システム

買取委託販売

卸販売

３つの事業形態
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５．「農家の直売所」事業 基本フロー ①

生産者 当 社 スーパー等

生
活
者

集荷場
（全国53）

●直営︓17

●提携︓36
（業務委託先）

近隣の集荷場で登録
（当社の登録生産者に）農産物の

生産＆収穫

価格＆売り先
を自由に選択

バーコード発券
＆出荷

個々の登録生産者専用の
バーコードを登録・支給

＊1︓集荷場が遠方にあり出荷できない登録生産者には、タブレット端末とバーコード発券機を貸与し⾃宅でバーコードを発券し、直接スーパー等へ郵送

全
国
の
物
流
セ
ン
タ
ー
等

全
国
の
小
売
店
舗

出荷 各店舗
へ配送

直
売
所
コ
ー
ナ
ー

農産物の出荷（集荷場へ）＊1 購入

農産物の流れ（物流）

原則1日で店頭へ
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５．「農家の直売所」事業 基本フロー ②

登録生産者 当 社 スーパー等

生
活
者

登録料

購入代⾦
【Ａ】

バーコード発券収⼊

販売手数料収⼊

バーコード発券⼿数料

販売手数料
【Ｂ】

販売代⾦
【Ａ－Ｂ－Ｃ】

日々の販売データ日々、メールにて販売状況を連絡

＊1︓集荷場が遠方にあり出荷できない登録生産者には、出荷⼿数料を徴収せず、タブレット端末とバーコード発券機の貸与料を⼝座引落する
＊2︓提携集荷場（業務委託先）の場合は、販売額に応じた⼿数料から業務委託⼿数料を支払う

＊1 出荷手数料収⼊出荷額に応じた⼿数料

年会費収⼊年会費（年1回）

登録料収⼊

代⾦支払
【Ａ－Ｂ】

代⾦支払
【Ａ－Ｂ－Ｃ】

【Ｃ】＊2

手数料・情報の流れ（IT）
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６．他農産物流通との⽐較

市場流通（JA）当社流通 「農家の直売所」 直売流通（道の駅）

生
活
者

生
活
者

生
産
者

生
産
者

ス
ー
パ
ー
等

ス
ー
パ
ー
等

当
社
当
社

流通日数 1日

生
活
者

生
活
者

生
産
者

生
産
者

ス
ー
パ
ー
等

ス
ー
パ
ー
等

Ｊ
Ａ
Ｊ
Ａ

流通日数 3〜4日

市
場
市
場

仲
卸
仲
卸

●大規模流通である市場流通に⽐べ、当社流通「農家の直売所」は流通販売量で劣るものの、契約生産者が北から南まで
の広い地域に分布しているため、スーパー等に対して年間を通して供給量の確保が可能（中規模流通を実現）

●⼀⽅、道の駅は、収穫当日の商品を取り扱い鮮度が最も⾼いものの、生産地・販売量ともに限定的

生
活
者

生
活
者

生
産
者

生
産
者

直
売
所

直
売
所

流通日数 0日

当社 既存

自由な中規模直販プラットフォームを構築

※主たる農産物の標準的な流通経路（当社調べ）
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インベストメント・ハイライト

都市型農産物流通プラットフォームが提供する
“三⽅良し”の仕組み

大手スーパー等との取引拡大による
流通総額の急速な成⻑

登録生産者の増加による
出荷量の急激な増加

1

2

3
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１．“プラットフォーム”の全体像

生産者
収益増加を提供
生産者

収益増加を提供
スーパー等

店舗の魅⼒アップを提供
スーパー等

店舗の魅⼒アップを提供
生活者

鮮度の⾼い農産物を提供
生活者

鮮度の⾼い農産物を提供

登録生産者が
増える︕

参画するスーパー等が
増える︕

購⼊する生活者が
増える︕

「都市型農産物流通プラットフォーム」の新たな社会インフラ化

「都市型農産物流通プラットフォーム」が提供する“三⽅良し”の仕組み

出荷量の拡大出荷量の拡大 販売ネットワークの拡大販売ネットワークの拡大 流通総額の拡大流通総額の拡大

都市型農産物流通プラットフォームが提供する“三⽅良し”の仕組み1
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２．生産者のメリット⽐較

当社流通 「農家の直売所」 既存の市場流通（JA）

●登録生産者は、在庫リスクを負うものの、既存の流通で販売するよりも多くの販売収⼊を得ることが可能

価格決定権 有（⾃由に価格を決定） 無（市場相場・競りにより決定）

出荷決定権 有（⾃由に販売先を決定） 無（販売店不明）

生産決定権 有（⾃由に好きなものを生産） 無（指定されたもののみ生産可能）

ロスのリスク 有（在庫責任有り） 無（在庫責任無し）

収 ⼊ ⾼い（生産者の努⼒と⼒量が影響） 低い（比較的安定的）>

都市型農産物流通プラットフォームが提供する“三⽅良し”の仕組み1

⾼収⼊で自由度の⾼い流通を提供

※主たる農産物に関する比較（当社調べ）
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既存の市場流通（JA）当社流通 「農家の直売所」

16

３．スーパー等と生活者のメリット⽐較

鮮 度 良い（収穫の翌日には店頭へ） 収穫日不明（流通日数 3〜4日）

美 味 し さ 完熟商品（味が良い） 未完熟商品（早取り）

生 産 者 名前⼊り（顔が⾒える） 不明（共選出荷）

規格・品揃え 規格品・未規格品（多様性） 規格品（流通規格）

末 端 価 格 同程度

●スーパー等にとって、導⼊コストがかからず、短期間で導⼊が可能
●スーパー等にとって、在庫リスク無しで来店客数増を狙える魅⼒的な仕組み
●生活者にとっては、都市部では⼊手しづらい鮮度の⾼い農産物を、最寄りのスーパー等で気軽に購⼊でき、

しかも生産者の顔の⾒える農産物への安⼼感も享受

都市型農産物流通プラットフォームが提供する“三⽅良し”の仕組み1

鮮度が良く、美味しい、顔の⾒える農産物を提供

※主たる農産物に関する比較（当社調べ）
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１．市場環境（スーパーマーケット）

スーパーマーケットの⻘果売上⾼は3兆円を超える

0.3 

0.6 

0.8 

1.0 

1.0 

1.2 

1.2 

1.3 

1.5 

1.5 

2.2 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5

他地域平均

静岡

福岡

北海道

兵庫

千葉

愛知

埼玉

大阪

神奈川

東京

■都道府県別ス-パーマーケット売上⾼⽐較
（2014年度）

（兆円）

上位10県の売上⾼︓ 12.2兆円
他37県の売上⾼︓ 9.7兆円

全国合計売上⾼︓21.9兆円

出所︓流通企画「⾷品スーパーマーケット年鑑2015」

6.5 

24.8 

18.0 

9.9 

13.0 

12.0 

15.8 

0 10 20 30

非⾷品

一般⾷品

日配品

惣菜

畜産

水産

⻘果

（％）

■ス-パーマーケットの売上⾼構成
（2014年）

出所︓スーパーマーケット年次統計調査報告書
（日本スーパーマーケット協会、オール日本スーパーマーケット協会、

新日本スーパーマーケット協会）

大手スーパー等との取引拡大による流通総額の急速な成⻑2
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２．大手スーパー等との取り組み

「農家の直売所」事業による流通総額と
委託販売システム採用店舗数推移

（百万円）

店舗数（右軸）
流通総額（左軸）

（店舗）

実績の順調な拡大

主要取引先主要取引先

イオンリテールストア㈱
㈱いなげや
コーナン商事㈱
㈱山陽マルナカ
㈱ダイエー
㈱阪食
㈱ヤオコー
㈱ヨークベニマル
他

イズミヤ㈱
小田急商事㈱
サミット㈱
合同会社⻄友
㈱東急ストア
㈱平和堂
㈱ヤマザワ
㈱ライフコーポレーション

2Q

“顔の⾒える農産物”への
安⼼感を背景に、

流通総額が着実に増加
2,849 

3,855 

2,504 

36
68

154

324

471

570

0

200

400

600

0

2000

4000

6000

8000

2011/8 2012/8 2013/8 2014/8 2015/8 2016/8

大手スーパー等との取引拡大による流通総額の急速な成⻑2
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３．大きな潜在マーケットの存在

全国スーパーマーケットの3.3％に導⼊

関⻄圏

関東圏

＊ 当社の数値は2016年2月末現在（地域別は関東圏、関⻄圏、中京圏のみ表⽰）

（226店舗）

（265店舗）

委託販売システム採用
570店舗（全国）

70 / 840

135 / 1,087

6 / 131

13 / 383

100 / 827

91 / 1,527

42 / 935

27 / 704

＊緑色の数字＝スーパーマーケット店舗数
出所︓流通企画「⾷品スーパーマーケット年鑑2015」

兵 庫

京 都

大 阪

和歌⼭ 東 京

埼 玉

千 葉

神奈川

滋 賀

2 / 168
5 / 266

栃 木

愛 知

6 / 243

岐 阜

2 / 799三 重

11 / 262

中京圏
（24店舗）

静 岡

5 / 497

全国のスーパーマーケット店舗数
17,463店舗

大手スーパー等との取引拡大による流通総額の急速な成⻑2
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４．流通総額のさらなる拡大に向けて
大手スーパー等との取引拡大による流通総額の急速な成⻑2

新規委託販売先の獲得新規委託販売先の獲得戦略①戦略①

既存委託販売先との取引維持・拡大既存委託販売先との取引維持・拡大戦略②戦略②

１） 地域の拡大を含むスーパー等の取引先拡大
２） スーパーマーケット以外の販売チャネルの拡大

店舗数の拡大 × 1店舗あたりの売上増加店舗数の拡大 × 1店舗あたりの売上増加

１） 既存委託販売先のスーパー等の新たな店舗への拡大
２） 設置済みの店舗における売り場スペースと販売商品の拡大
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１．市場環境（農産物流通）

拡大する直販市場ルート

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

野菜 果実

■農協の農産物取扱ウエート推移

出所︓農水省「農業総産出額及び生産農業所得（全国）農業及び
総合農協統計表」

■農産物直売所、全国「道の駅」登録数の推移（箇所）

出所︓農水省「農産物地産地消等実態調査」、国交省「道の駅案内 登録状況」
注︓ 道の駅は1995年までは4月末、2000年以降は８月末の状況。直近は2015年11月。

農産物直売所数は、2月時点。

13,538 
16,816 

103 

215 

610 

830 

952 

1,079 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

24,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1993 1995 2000 2005 2010 2015

道の駅（左軸） 農産物直売所（右軸）

登録生産者の増加による出荷量の急激な増加3
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２．集荷場数の拡大

集荷場数の推移
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都道府県 集荷場数 都道府県 集荷場数

⼭形県 3 滋賀県 1

茨城県 1 京都府 2

栃木県 1 大阪府 2

埼玉県 2 兵庫県 6

千葉県 4 奈良県 2

東京都 1 和歌⼭県 7

神奈川県 2 広島県 3

新潟県 2 熊本県 2

⼭梨県 2 宮崎県 3

⻑野県 2 ⿅児島県 2

静岡県 2 沖縄県 1

■集荷場数

合計︓53カ所

登録生産者の増加による出荷量の急激な増加3

47都道府県のうち22都府県に設置
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３．登録生産者は増加基調

登録生産者数の推移
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都道府県 契約
生産者数 都道府県 契約

生産者数
北海道 1 京都府 187
⼭形県 81 大阪府 136
福島県 1 兵庫県 726
茨城県 70 奈良県 68
栃木県 64 和歌⼭県 1,675
埼玉県 178 岡⼭県 2
千葉県 323 広島県 97
東京都 1 徳島県 19
神奈川県 260 愛媛県 503
新潟県 129 ⾼知県 98
⼭梨県 137 ⻑崎県 27
⻑野県 237 熊本県 25
岐阜県 4 宮崎県 51
静岡県 43 ⿅児島県 40
滋賀県 45 沖縄県 3

■全国に展開する契約生産者

合計︓5,231名

全国総農家数*︓2,155,082⼾ (2015年)

登録生産者の増加による出荷量の急激な増加3

全国の農家の0.2％が登録

*出所︓農水省「2015年農林業センサス」
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４．出荷量のさらなる拡大に向けて
登録生産者の増加による出荷量の急激な増加3

新規生産者の獲得拡大新規生産者の獲得拡大戦略①戦略①

既存生産者の取引量拡大・離反防⽌既存生産者の取引量拡大・離反防⽌戦略②戦略②

１） 業務提携先集荷拠点との連携
２） 宣伝広告の強化

新規生産者の獲得 × 1生産者当たりの出荷量拡大新規生産者の獲得 × 1生産者当たりの出荷量拡大

１） タブレットを活用したITプラットフォームの機能拡充
２） さらなる販路の開拓
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将来⾒通しに関する注意事項

� 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「⾒通し情報」（forward-looking statements）を含みます。
これらは、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き
得る不確実性を含んでおります。

� それらリスクや不確実性には、⼀般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通貨為替変動といった⼀般的な国内および国際的
な経済状況が含まれます。

� 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「⾒通し情報」の更新・修正をおこな
う義務を負うものではありません。


